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免震レトロフィット施工時における既存躯
体への変形抑制対策

概要

○免震装置種類毎の縮み量の違いによる既存躯体の相対変位発生を低減した．
○既存躯体への有害な変形の発生を低減して既存建物を免震化する手順が確認できた．
○相対変位抑制対策方法の作業性及び品質管理方法が簡単で汎用性が高いことが確認できた．

成果

既存建物の耐震性能を向上させる免震レトロフィット工事において，種類の異なる免震装置を組み合わせて使用した場合に，
ジャッキダウン後の免震装置鉛直剛性の違いから各基礎間で相対変位が発生し，上部既存躯体に有害な影響を与える可能性が
ある．
当工事において，ジャッキダウン時に各免震装置上部既存躯体の沈下量を均等にして，相対変位を抑制し上部既存躯体への
有害な変形発生を低減する手法を確立した．
具体的には，上部アンカープレートと免震装置の間に各装置の縮み量の差に相当する隙間を設けて，上部免震基礎を構築後，
ジャッキダウンすることで上記の問題を解決した．
本文では，実際の工事に当該技術を採用した計画と実施結果を報告する．

写真－１　仮設材設置状況（直動転がり支承） 写真－２　免震層全景


